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1 紹介する 

1.1 目的 

- システム内の各機能の画面設計を記述した文書 

1.2 範囲 

- 利用範囲 

 プロジェクトのファイルに保存される文書です。 
 品質管理とプロジェクトの受け入れテスト中に使用されます。 

- 内容の範囲 

 各機能の画面設計を記載した文書 

1.3 参考資料 

文書のタイトル 記述する 

 

1.4 記号規則 

順序 記号 意味 

1.  

 

- Visio/MoreShapes/Flowchart/Basic 
Flowchart Shapes 

- 長円形の記号はプロセスの開始または終

了を示します。 

2.  

 

- Visio/MoreShapes/Flowchart/Basic 
Flowchart Shapes 

- 平行四辺形の記号は入力情報またはデー

タを示します。 

3.  

 

- Visio/MoreShapes/Flowchart/Basic 
Flowchart Shapes 

- 長方形の記号はプロセス内での操作や情

報処理を示します。 
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4.  

 

- Visio/MoreShapes/Flowchart/Basic 
Flowchart Shapes 

- 台形の記号は手動での操作や情報処理を

示します。 

5.  

 

- Visio/MoreShapes/Flowchart/Basic 
Flowchart Shapes 

- 両側にストライプのある長方形の記号

は、あらかじめ定義された別のプロセス

を示します。 

6.  

 

 

- Visio/MoreShapes/Flowchart/Basic 
Flowchart Shapes 

- ダイヤモンドの記号は、プロセス内での

条件付き決定を示します。 

7.  

 

- Visio/MoreShapes/Flowchart/Basic 
Flowchart Shapes 

- 文書の記号は、プロセス内でのレコー

ド、文書、議事録、レポートの出力を示

します。 

8.  

 

- Visio/MoreShapes/Flowchart/Cross-
Functional Flowchart Shapes 

- クロスファンクションダイアグラムの記

号は、情報を含む処理プロセスを表現す

るために使用されます。 

+ プロセス名 
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+ プロセスに参加する対象者/エージェ

ント 
+ プロセス内のアクティビティ、処理 
+ プロセス内のアクティビティ、処理

の結果 

9.  

 

- AからBまたはCに移動することができま

す。 

10.  

 

- CはAとBの次のステップです。 

11.  

 

- AからCまたはDに移動することができま
す。 

- BからCまたはDに移動することができま

す。 

1.5 略語の規則 

順序 略語 意味 

1. CSDL - データベース 
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2 エビ養殖IoT具体的業務プロセス要件 

2.1 監視 

2.1.1 機能分解モデル  

 

画像 1: 機能分解モデル 

2.1.2 機能目的 

- 視機能により、ユーザーはエビ養殖池内のセンサーデータ、機器の状態、警告お

よび警告ルールを監視できます。 
- 監視機能には以下が含まれます： 
 センサーデータおよび機器の監視  
 センサーデータ  
 警告リスト  

2.1.3 機能の説明 

2.1.3.1 センサーデータおよび機器の監視  
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a. モックアップ  

 

画像 2: センサーデータおよび機器の監視 
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b. 完成したインターフェース 

 

画像 3: センサーデータおよび機器の監視 

c. コントロールの説明 

コントロール名 詳細な説明 

コンボボックス “池” 

アクティブなエビ養殖池のリストを表示し、その

中から1つの養殖池を選択してデータを表示しま

す。 

エビ養殖池の名前を選択できます。 

各エビ池の未処理警告数を表示する 
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「通知」ボタン 

警告一覧画面を表示し、デフォルトでコンボボッ

クスの池の選択は「すべて」にする。 

すべての池の未処理の警告の合計数を表示しま

す。 

警告ルール設定ボタン 警告ルール設定画面を表示します。 

センサーデータ 

リアルタイムでセンサーデータを表示します。 

DO（溶存酸素）、pH、塩分、温度の各センサー

データのアイコンをクリックすると、センサーデ

ータ画面が表示されます。 

「稼働中の装置数」ボ

タン 

「オン」状態のデバイスのリストを表示します。

ボタンを押すと、「手動制御」タブの画面が表示

されます。 

「カメラを見る」ボタ

ン 

タブ「カメラ」を表示し、コンボボックスには表

示中の池を選択します。最初に表示されるカメラ

は、池のメインカメラです。 

「カメラ名」ボタン 
タブ「カメラ」を表示し、コンボボックスには表

示中の池を選択します。最初に表示されるカメラ

はそのカメラです。 

d. 業務要件 

- モニター画面に表示されるデータはリアルタイムのデータです。センサーデータ

の新しいクエリ時間は20秒です。 

- 上限警報のしきい値を超えるデータは黄色で塗りつぶし、それに関連するアイコ

ンが表示されます。下限警報のしきい値を下回るデータは青で塗りつぶし、それ

に関連するアイコンが表示されます。違反がない場合、データとアイコンは緑色

です。 

- アイコンの表示順序: DO、pH値、塩分、温度。 

- アプリに初めてログインすると、データは池のリストの最初の池の画面がデフォ

ルトで表示されます。 
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- ログアウトして再ログインすると、データは池のリストの最初の池の画面がデフ

ォルトで表示されます。 

- アプリを終了して再度アクセスすると、見ている最も近い池のデータがデフォル

トで表示されます。 

e. データを確認する 

- データはリアルタイムであり、グラフ上のデータは実際のデータと一致していま

す。 

- センサーデータがない場合は、「データがありません」と表示します。 

- デバイスが動作していないか、池にカメラがない場合、枠のみ表示され、枠内に

は動作しているデバイスやカメラが表示されません。 

2.1.3.2 センサーデータ  

a. モックアップ  

 

画像 4: センサーデータ画面 
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b. 完成したインターフェース 

 

画像 5: センサーデータ画面 

c. コントロールの説明 

コントロール名 詳細な説明 

アイコン バック センサーデータ画面を終了して監視メニュー画面

に戻る 

フィルターボタン データフィルター設定ダイアログを表示する 

クイックフィルターボ

タン 

現在時点から1時間、4時間、12時間、24時間前の

データをグラフでクイックフィルターで表示す

る。 
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日付選択ピッカー「開

始日」 

日付と時刻を選択できるカレンダーを表示し、日

付/月/年 - 時間の形式で選択できるようにし、選択

する時点は現在時刻以下であり、かつ「終了日」

フィールドの時点よりも前である必要がありま

す。 

日付選択ピッカー「終

了日」 

日付選択カレンダーを表示し、日付/月/年 - 時間の

形式で選択できるようにし、選択する時点は現在

時刻以下であり、かつ「開始日」フィールドの時

点よりも後である必要があります。 

d. 業務要件 

- センサーの全データを1つのグラフに表示します。 

- グラフの表示順序: 溶存酸素 (DO)、pH値、塩分、温度。 

- リアルタイムグラフです。 

- 1時間のクイックフィルター: リアルタイムで1分ごとに1データポイントをグラ

フに表示します。 

- 4時間、12時間、24時間のクイックフィルター: 選択した時間間隔でデータポイ

ントをリアルタイムで表示します。 

- グラフのスケールは固定されていますが、ズームインとズームアウトが可能で

す。 

- グラフ上のデータポイントをクリックすると詳細情報が表示されます。 

- デフォルトでは直近1時間のデータが表示されます。 

e. データを確認する 

- 監視画面の外で見ている池のデータを表示します。 

- 活性化されているが装置がまだない池を選択した場合、「データがありません」

というメッセージが表示されます。 

- 「開始日」および「終了日」のフィールドは空白にできません。デフォルトでは

現在の日付が選択されます。 

- 「終了日」のデータを変更してデータをフィルタリングすると、グラフはリアル

タイムでは表示されません。 

- グラフ上の閾値を超えたパラメータは赤く塗りつぶされず、ただ表示されます。 
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2.1.3.3 警告リスト  

a. モックアップ  

   

画像 6: 警告リスト 
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b. 完成したインターフェース 

 

画像 7: 警告リスト 

c. コントロールの説明 

コントロール名 詳細な説明 

戻るアイコン 警告リスト画面を閉じて監視タブ画面に戻る 
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フィルターボタン データをフィルタリングするためのダイアログを

表示します。 

開始日 - 終了日 ピッカ

ー 
ユーザーが日付を日/月/年の形式で選択できるよう

にします。 

池のコンボボックス 

活性化された池のリストを表示し、データをフィ

ルタリングするために池を選択できるようにしま

す。すべての池を選択するオプションも提供しま

す。 

チェックボックス 

チェック済み: 処理済みの通知。ハイライト表示は

されません。  

元に戻すことはできません。 

すべて処理済みにする

ボタン 
現在のすべての警告を処理済みにする確認を表示

します。 

d. 業務要件 

- 選択したエビ池の当日のすべての警告を完全に表示します。以下の情報が含まれ

ます: 警告日時、違反規則名、警告を受けた池の名前、閾値を超えたパラメー

タ。 

- 接続が失われた装置の警告も表示します。 

- チェックボックスを選択すると、チェックがつけられた警告の状態が「処理済

み」に変わります。 

e. データを確認する 

- 未処理の警告はハイライト表示され、チェックボックスが表示されます。処理済

みの警告はハイライト表示されません。 

- 警告が発生した時点のセンサーデータが表示され、追加、編集、削除はできませ

ん。 

- 警告リスト画面に移動すると、未処理の警告から処理済みの警告へと並べ替えら

れ、新しい順から古い順に表示されます。スクロールは実装され、デフォルトで

データが表示されません。 
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- フィルターはデフォルトで現在の日付が選択されます。 

- 活性化された池が選択されており、警告が存在しない場合、「データがありませ

ん」と表示されます。 

2.2 コントロール 

2.2.1 機能分解モデル 

 

画像 8: 機能分解モデル 

2.2.2 機能目的 

- 「制御機能」は、ユーザーが手動または自動で制御装置を操作したり、設定され

た制御システムを起動して、エビ池の水質処理を行う機能を提供します。 
- 監視機能には以下が含まれます： 
 手動で装置を制御する 

 自動制御を設定する 

2.2.3 機能の説明 
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2.2.3.1 手動で装置を制御する 

a. モックアップ  

    

画像 9: 機器のオン/オフ設定画面 
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b. 完成したインターフェース 

   

画像 10: 機器のオン/オフ設定画面 

c. コントロールの説明 

画面 1 

コントロール名 詳細な説明 

コンボボックス “池” 
すべての活性化されている池のリストを表示し、

データをフィルタリングするために1つの池を選択

できるようにします。 
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ボタン ON/OFF 
ON: 機器をオンにする。  

OFF: 機器をオフにする。 

ボタン オン/オフ設定 
アイコン「設定」 

機器のオン/オフ設定画面を表示します。 

画面 2 

コントロール名 詳細な説明 

チェックボックス 繰り

返し 

このチェックボックスを選択した後、ユーザーが

繰り返しの時間と回数を設定できるようにしま

す。 

キャンセルボタン ダイアログを閉じて前のデータ画面に戻る 

確認ボタン 設定に従ってオン/オフを制御します。 

d. 業務要件 

- エビ池内のすべての装置の完全なリストを表示します。 

- ON/OFFボタンを押した後、装置が正しい表示に従って状態を切り替えることがで

きるようにします。 

- ONボタンを押した後、ラベルをOFFに変更します。 

e. データを確認する 

- 全ての装置名を正確に表示し、各装置の最後のON/OFF時刻を表示します。 

- 正確なON/OFF/接続なしの装置の状態を更新します。 

- 指示に従って装置を正確にON/OFFします。 

- 繰り返し回数は1から20まで選択できます。 
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2.2.3.2 自動制御を設定する 

2.2.3.2.1 自動制御リスト 

a. モックアップ  

 

画像 11: 自動制御リスト 
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b. 完成したインターフェース 

 

画像 12: 自動制御リスト 

c. コントロールの説明 

コントロール名 詳細な説明 

コンボボックス “池” デフォルトで他のタブで表示中の池を選択しま

す。  
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アクティブな池のリストを表示し、その中から1つ
の池を選択してデータをフィルタリングできるよ

うにします。 

新しい自動制御を追加

ボタン 

アイコン“+” 

新しい自動制御追加画面を表示 

トグル ON/OFF 
ON: 自動制御が有効になっています。  

OFF: 自動制御が無効になっています。 

自動制御名をクリック 自動制御情報画面を表示 

d. 業務要件 

- ユーザーが作成したすべての自動制御を池ごとに完全に表示します。 

e. データを確認する 

- 時間順に並べ替えたリストを表示します。新しい順から古い順です。 
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2.2.3.2.2 新規自動制御追加 

a. モックアップ  

 

画像 13: 新規自動制御追加 
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b. 完成したインターフェース 

 

画像 14: 新規自動制御追加 
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c. コントロールの説明 

コントロール名 詳細な説明 

戻るアイコン 

ダイアログ「キャンセル確認」を表示し、確認を

選択すると、データを保存せずに「新規自動制御

追加」画面を閉じ、自動制御リスト画面に戻りま

す。 

同時にイベントが発生

した場合のラジオボタ

ン 

入力イベントが同時に発生しなければ制御を実行

しない 

ラジオボタン 1つのイベ

ントが発生した場合 
1つの入力イベントが発生した場合に制御を実行し

ます。 

新規イベント追加ボタ

ン 

アイコン“+” 

新規イベント追加画面を表示 

新規制御装置状態追加

ボタン 

アイコン“+” 

制御装置状態設定の1行を表示します。 

各日にちに デフォルトで週のすべての日を選択 

新規制御追加ボタン 
アイコン“+” 

新規制御追加画面を表示 

アクティブ 
ON: 自動制御をアクティブにする  

OFF: この自動制御を非アクティブにする 

確認ボタン 
変更したデータを保存します。自動制御リスト画

面に戻ります。 
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d. 業務要件 

- 画面の必須項目をすべて入力し、「確認」ボタンを押すと、新しく作成した自動

制御が制御リスト画面に表示されます。 

e. データを確認する 

- 必須のデータフィールド: 自動制御名、イベント、制御。 

- 同じ池内で自動制御名が重複してはいけません。 

- デフォルトで「イベントが同時に発生した場合」を選択します。 

- デフォルトでアクティブはONに設定します。 

- デフォルトで週のすべての日を選択します。特定の曜日の選択を解除することも

可能です。 

2.2.3.2.3 新規イベント追加 

a. モックアップ  

 

画像 15: DO、塩分、温度の平均データセンサー用の新しいイベント追加画面 
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画像 16: pHセンサーデータの平均タイプ（任意のセンサー）の新規イベント追加画面 
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b. 完成したインターフェース 

 

画像 17: DO、塩分、温度の平均データセンサー用の新しいイベント追加画面 
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画像 18: pHセンサーデータの平均タイプ（任意のセンサー）の新規イベント追加画面 

c. コントロールの説明 

DO / 塩分 / 温度のセンサーデータの新規追加画面 

コントロール名 詳細な説明 

キャンセルボタン 新規イベント追加画面を閉じる 
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確認ボタン データを確認します：データフィールドが入力さ

れている場合、データを保存します。 

センサーデータのコン

ボボックス 

単一選択:  

DO (mg/l) (デフォルト) 

pH値 

塩分濃度(‰) 

温度(°C) 

データタイプのコンボ

ボックス 

単一選択:  

平均（デフォルト） 

任意のセンサー 

特定のセンサー 

センサーのコンボボッ

クス 

を選択した場合にのみ表示します。 

ドロップダウンリスト「センサーを選択」（単一

選択） 

選択されたセンサーデータを測定するすべてのセ

ンサーデバイスを表示します。 

演算子のコンボボック

ス 

単一選択:  

≥ (デフォルト) 

≤ 

pHセンサーデータの新規追加画面： 

コントロール名 詳細な説明 
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キャンセルボタン 新規イベント追加画面を閉じる 

確認ボタン データを確認します：データフィールドが入力さ

れている場合、データを保存します。 

センサーデータのコン

ボボックス 

単一選択:  

DO (mg/l) (デフォルト) 

pH値 

塩分濃度(‰) 

温度(°C) 

データタイプのコンボ

ボックス 

単一選択:  

平均（デフォルト） 

任意のセンサー 

特定のセンサー 

センサーのコンボボッ

クス 

を選択した場合にのみ表示します。 

ドロップダウンリスト「センサーを選択」（単一

選択） 

選択されたセンサーデータを測定するすべてのセ

ンサーデバイスを表示します。 

しきい値の設定ラジオ

ボタン 

このラジオボタンを選択すると、演算子と値の情

報を有効にします。 

演算子のコンボボック

ス 

単一選択:  

≥ (デフォルト) 
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≤ 

pH振れ検出ラジオボタ

ン 

このラジオボタンを選択すると、振れの値と監視

時間の情報を有効にします。 

d. 業務要件 

- 新規イベント追加画面を確認せずに閉じる。 

- DO、塩分、温度の新規イベント追加画面でしきい値設定ラジオボタンを選択解除

できません。 

e. データを確認する 

- センサーデータの範囲内でのみ値を入力してください: (DO: 0 – 1000, pH: 0 – 

14, 温度: 0 – 40, 塩分: 0 - 35) 

- デフォルトの振れ幅は1です。 

- デフォルトの監視時間は1時間です。 

- 次回のイベント追加時に選択したセンサーはリストに表示されません。 


